
Ⅰ．はじめに

　近年，家屋廃材，製材端材，切り捨てによる間伐材などの木質

廃棄物の効率的な処理方法や有効な利用方法の開発が望まれてい

る。木質廃棄物を効率的に分解するために木材腐朽菌を用いるこ

とが考えられ（1，2），そのためには用いる木材腐朽菌の腐朽能

力に対する諸条件の影響を知ることが不可欠である。一方，木材

腐朽菌の腐朽能力は，材の形状，試験方法などの条件によって試

験結果が異なることが明らかにされている（3）。しかし，これ

までにチップ等の形が不均一な材に対する腐朽試験を行った例は

少なく，また腐朽能力に及ぼす諸条件についてもほとんど検討さ

れていない。そこで，本研究では３種の木材腐朽菌のスギチップ

に対する腐朽能力に及ぼす温度と養分添加の影響について報告す

る。

Ⅱ．材料と方法

　１．供試菌株および供試材片

　供試菌株として，褐色腐朽菌であるオオウズラタケと白色腐朽

菌であるカワラタケおよびヒイロタケを用いた。これらは佐橋ら

（2）によってスギチップに対する腐朽力が認められた菌株であ

る。また，供試材片として製材工場で生産されたスギ辺材のチッ

プを３cmメッシュのふるいで篩った後に自然乾燥させたもの

［縦（繊維方向）２８．５mm，横１６．４mm，厚さ４．７mm，含水率１３％：

平均］を用いた。

　２．腐朽能力に対する温度条件の影響

　スギチップ４０g（気乾重）を培養瓶（内径８cm，高さ７cm）に

充填し，麦芽エキス・ブドウ糖液体培地（麦芽エキス２０g，ペプ

トン１g，ブドウ糖２０g，蒸留水１０００ml）２０mlと蒸留水２０mlを添

加した。これらを１２１℃で１時間オートクレーブで滅菌した後，

あらかじめPDA培地（ジャガイモ２００gの煎汁液１０００ml，ブドウ

糖２０g，寒天２０g）上で培養した腐朽菌の菌叢を直径６mmのコ

ルクボーラーで打ち抜いた菌叢片を１瓶につき５片接種し，１５℃

から４０℃まで５℃ごとに設定したインキュベーター内で暗黒条件

下で培養した。尚，酸素不足を防ぐため，培養瓶の蓋は完全に閉

めた後１／４回転開けた状態にした。腐朽菌と温度条件の一組み

合わせにつき６瓶を供試し，接種後５６日目に３瓶，１８９日目に残

りの３瓶のチップの絶乾重を測定し，重量減少率を求めた。

　３．腐朽能力に対する養分添加の影響　

　スギチップ６０g（気乾重）を培養瓶（内径９cm，高さ８．５cm）

に充填し，１倍，１／２倍，１／４倍，１／８倍濃度の麦芽エキス・

ブドウ糖液体培地または対照として蒸留水６０ml を添加した。こ

れらを１２１℃で１時間オートクレーブで滅菌後，菌叢片を１瓶に

つき５片接種し，３０℃暗黒条件下で培養した。腐朽菌と栄養条件

の一組み合わせにつき６瓶供試し，接種後１１８日目に３瓶，１６８日

目に残りの３瓶のチップの絶乾重を測定し，重量減少率を求めた。

Ⅲ．結果および考察

　３種の腐朽菌は１５℃から４０℃までの温度の範囲でスギチップに

対する腐朽能力を有していたが，その能力の程度は温度と腐朽菌

によって異なっていた。オオウズラタケは３５℃でもっとも高い腐

朽能力を示し，接種後５６日目で３９．７％の重量減少率であったのに

対し，カワラタケは３０℃，ヒイロタケでは４０℃で腐朽能力が高く，

重量減少率はそれぞれ２３．３％と２０．２％であった（図－１）。全体

的に菌接種後５６日目より１８９日目の方が重量減少率が高かったが，

カワラタケとヒイロタケは３５℃以上での１８９日目の腐朽能力が５６

日目と比較して同等か低くなっている場合もあった。これは３５℃

以上で試験終了時のチップの含水率が低かったことから，試験中

に供試材片が乾燥したことが影響した可能性も考えられる。木材

腐朽菌の腐朽能力に対する温度の影響は必ずしも培地上での成長

速度の温度特性と一致しない場合もあるが（3），３種の腐朽菌の
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スギチップに対する腐朽能力の温度特性は PDA培地上での成長

速度の温度特性（2）と良く一致した。野外で木材を分解する場

合，直射日光などの影響で温度が高くなる場合も予想されるが，

オオウズラタケとヒイロタケは３５℃以上でも腐朽能力を示すため，

野外でも有効な腐朽菌であると考えられる。

　養分添加量は，３種の腐朽菌の腐朽能力に異なる影響を及ぼし

た。オオウズラタケにおいては蒸留水のみを添加した場合，養分

を添加した場合と比較して同等かあるいはより高い腐朽能力を示

すのに対し，カワラタケにおいては養分添加は腐朽能力に影響を

及ぼさなかった（図－２）。また，ヒイロタケにおいては養分を

添加した場合の方が腐朽能力がやや高くなったが，実用上は養分

を添加しなくても大きな差はないと考えられた。手法を実用化す

る上で，材への養分添加は経費がかかることであるため，養分を

添加しない方が腐朽能力が高いというオオウズラタケの特性は有

効であると考えられる。

　本試験では供試材片に滅菌処理を行ったが，今後，他の微生物

の存在下での腐朽試験や，家屋廃材などの防腐処理を施された木

質廃棄物の分解についての研究を行う必要がある。
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図－１．木材腐朽菌３種の腐朽能力に及ぼす温度の影響
スギチップ４０gに１/２倍濃度の麦芽エキス・ブドウ糖液体培地４０ml を添加し滅菌後菌を接種した。各温度で暗黒条
件下で培養し，接種後５６または１８９日目に絶乾重を測定し重量減少率を求めた。縦線は±標準偏差を示す。

（２００３年１月１０日　受理）

図－２．木材腐朽菌３種の腐朽能力に及ぼす養分添加の影響
Wは蒸留水を，また１/８，１/４，１/２，１はそれぞれ１/８倍，１/４倍，１/２倍，１倍濃度の麦芽エキス・ブドウ糖液体培
地を示す。スギチップ６０gに各濃度の麦芽エキス・ブドウ糖液体培地６０mlを添加し滅菌後菌を接種した。３０℃暗黒
条件下で培養し，接種後１１８または１６８日目に絶乾重を測定し重量減少率を求めた。縦線は±標準偏差を示す。


